
令和７年度 学校関係者評価書 

学校園名 附属大泉小学校 

１ 学校関係者による評価 

領 域 学校関係者による評価と今後の課題 

学校運営 

・「いじめの定義」や「いじめは誰でも被害者にも加害者にもなること」また、本 

校が「いじめ対策をどのようにしているのか」を、保護者会等で丁寧に説明して 

いることはとてもよいことである。 

・いじめの定義だけでなく、いじめに会ったときに、どのように学校は対応するの 

かについても保護者に伝えるとよい。学校は、いじめられた子のことも、いじめ 

てしまった子のことも、両方考えていることを伝えておくことが大事。 

・いじめ防止基本方針の中で、いじめの訴えがあり、学校が認識したときに、学校 

は、その後どのように対応するのか、緊急性についてどう判断し、その後どの 

ように対応をしていくのかということについて、保護者に伝えるだけで保護者は 

安心するので、そこをしっかりやってほしい。 

 

・保護者アンケートについてだが、今後これをどのように分析し、どこに力を入れ

て改善するのか見通しはあるのか。一つの方法として、アンケートについて、学

年毎の分析をしておくとよい。そのことが初期対応の正しい対応につながること

がある。 

 

・児童下校時の電車・バスの乗車マナーがよくないことがあり、近隣の方からお声

をいただいていることについて、学校としても何らかの対応をしていく必要があ

るだろう。まずもって、保護者はこのような声があることをわかっているのか。

保護者にも伝えて、共有して、協力していただくことが必要となるであろう。 

 

・いじめのことも、下校の様子のことも、保護者が、自分の子だけでなく、他の子

のこともよく見ていることが大事。親は、自分の子がいじめている側の方になっ

ているとは思っていないことがある。 

・下校時のパトロールを保護者が始めていることはよいことであるが、もっと保護

者が積極的に児童を指導できるようにしてもよいのではないか。 

・連絡進学での厳しさは、昔からの課題である。是非もっと多くの児童が国際中等 

に進学できるように交渉をしてほしい。 

・施設設備について、今後は、今ある環境をどういかしていくかが大事になってく

るのではないか。 

・熱中症の対策も重要になってくるだろう。 

・保護者の立場から。教育助成委員長をしていて「制服バザー」に取り組んだ。保

護者には、とても好評をいただいたが、そこでの収益を、子どもたちのためにも

っと有効につかっていってもよいのではないかと考える。 



 

２ 評価の実施概要 

〇学校行事へご案内・参加 

〇２学期（１０月７日） 第１回学校評議委員会 

〇３学期（２月１８日） 第２回学校評議委員会・学校関係者評価委員会 

  （１）校内巡回・視察（授業中の児童の様子・校内施設） 

  （２）学校より本年度の学校運営についての説明 

 （３）様々な資料（全体資料・保護者アンケート・学力調査の結果など）の説明。 

      （４）各委員の方より、ご意見をいただく。 

 

３ 学校関係者委員会委員，開催日 

（１）学校関係者委員 

・本校元副校長         （学校評議委員） 大 野 晏 且 様 

・本校元副校長        （学校評議委員） 茅 野  敏 英 様 

・卒業生の会（泉友会）       （学校評議委員） 佐 藤  要   様 

・東大泉中村町会長      （学校評議委員） 増 井 多恵子  様 

・弁護士           （学校評議委員） 村 山 裕   様 

・保護者（６年児童保護者：PTA会長）       永 野 護    様 

    ・保護者（５年児童保護者：PTA教育助成委員長） 坂 本 美 佳 様 

 

（２）学校関係者評価委員会開催日 

令和８年 ２月１９日 

教育活動 

・ＰＹＰの取り組みについて、新しい教育に取り組むという点では保護者としての

期待も大きい。 

・価値観が広がることも期待される中、一方で「人間力」も重要であるので、本校

の豊かな行事はそのことに大きく貢献しているのではないか。 

・運動会では子ども達のみならず、教員のチームワークよい組織的な動きも感じら

れた。 

研究活動 

・全国学力学習調査の結果もよい状況がある。 

・研究発表会で参観している方はどのような方か。また、本校が発表したことが、

日本の他の学校にどのように伝わっていくのか、その辺りも調べていけるとよい

のではないか。 

・研究は進んでいて、探究している児童の授業の様子から大変よく分かった。 

学生の教育・ 

支援活動 

・教育実習期間中の参観では、教育実習生が熱意をもって取り組む中で、教員が丁

寧に見守りつつ、寄り添う姿勢が見られた 

社会貢献活動 

・子どもたちの通学路は、交通量の変化などもあり、若干の変更をすることがよい

のではないか。試行的に取り組むとよい。 


